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23,454

総人口　
0 ～ 14 歳

（年少人口）
15 ～ 64 歳

（生産年齢人口）
65 歳以上

（高齢人口）

（備考）１．1990 年から 2013 年までの実績は、総務省「国勢調査報告」「人口推計年報」、厚生労働省「人口動態統計」をもとに作成。
　　　  ２．社人研中位推計は、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成 24 年１月推計）」をもとに作成。

◎現状が続けば、2060 年には人口が約 8,700 万人と現在の３分の２の規模まで減少
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▼

地
方
創
生

「
地
方
創
生
」
の
取
り
組
み
が
本
格
的
に
動
き
出
す

　
昨
年
か
ら
「
地
方
創
生
」
と
い
う
文
字
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
11
月
28
日
に
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
が
施
行
（
一
部
、
12
月
２
日
施
行
）
さ
れ
、

国
を
あ
げ
て
地
方
創
生
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

与
謝
野
町
で
も
２
月
５
日
「
与
謝
野
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
（
本
部
長
：
山
添
町
長
）」

を
立
ち
上
げ
、
本
格
的
に
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
地
方
創
生
」
と
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
日
本
の
人
口
は
２
０
０
８
年

を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
、
今

後
も
人
口
減
少
が
続
く
見
通
し

で
す
。（
グ
ラ
フ
１
）

　
人
口
減
少
が
進
め
ば
、
消
費

や
経
済
力
の
低
下
を
招
き
、
経

済
社
会
や
一
人
ひ
と
り
の
生
活

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
考

え
ら
れ
、
人
口
減
少
と
経
済
の

縮
小
の
悪
循
環
を
断
ち
切
り
、

活
力
あ
る
日
本
社
会
を
維
持
す

る
た
め
の
取
り
組
み
が
「
地
方

創
生
」
で
す
。

　

人
口
減
少
の
要
因
は
、「
若

▼
地
方
創
生
っ
て
何
？者

の
東
京
圏
へ
の
流
出
」「
晩

婚
化
、
晩
産
化
、
少
子
化
」
と

言
わ
れ
て
お
り
、
国
は
「
東
京

へ
の
一
極
集
中
に
歯
止
め
を
か

け
人
の
流
れ
を
変
え
る
」「
魅
力

あ
る
地
域
づ
く
り
を
支
援
し
地

域
資
源
や
恵
ま
れ
た
生
活
環
境

を
活
か
し
て
多
く
の
雇
用
機
会

を
創
出
」
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
、地
方
で「
し
ご
と
」と「
ひ
と
」

の
好
循
環
を
確
立
し
、
そ
れ
を

支
え
る
「
ま
ち
」
に
活
力
を
取

り
戻
す
こ
と
を
基
本
的
な
考
え

方
と
し
て
示
し
て
い
ま
す
。

　
人
口
の
減
少
は
地
方
か
ら
始

ま
り
、
都
市
部
へ
広
が
っ
て
い

き
ま
す
。人
口
減
少
に
対
し
て
、

全
て
の
都
道
府
県
、
市
町
村
が

対
策
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
地
方
は
自
立
成
長
に

つ
な
が
る
よ
う
自
ら
考
え
、
戦

略
を
策
定
し
、
責
任
を
持
っ
て

遂
行
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　
そ
こ
で
、
与
謝
野
町
で
も
国

の
取
り
組
み
を
勘
案
し
、
独
自

の
「
地
方
版
総
合
戦
略
」
を
策

定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

【国の政策基本目標】
①　地方における安定した雇用を創出する
②　地方への新しいひとの流れをつくる
③　若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる
④　時代に合った地域をつくり、安心な暮らしを守るとともに、
　　地域と地域を連携する
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年齢３区分別人口の推移（与謝野町）グラフ２

出生・死亡数の推移（与謝野町）グラフ 3 日本の長期的な人口（総人口）の推移と将来推計グラフ 1

　

与
謝
野
町
で
は
、
第

２
次
世
界
大
戦
後
か
ら

第
２
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー

ム
（
１
９
７
１
年
～

１
９
７
４
年
）
が
終
わ
る

ま
で
人
口
が
微
増
で
推
移

し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の

後
、減
少
が
続
い
て
お
り
、

今
後
も
減
少
が
続
く
と
予

想
（
国
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
推
計
）
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
年
少

（
14
歳
以
下
）
人
口
は
、

長
期
的
に
減
少
傾
向
が
続

き
、
１
９
９
０
年
以
降
は

高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
人

口
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

（
グ
ラ
フ
２
）

　
次
に
「
出
生
・
死
亡
数

の
推
移
（
グ
ラ
フ
３
）
を

見
る
と
、
１
９
９
３
年
以

降
は
死
亡
数
が
出
生
数
を

上
回
る
「
自
然
減
」
の
時

代
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
転
入
・
転
出
数

の
推
移
（
グ
ラ
フ
４
次

ペ
ー
ジ
）
で
社
会
増
減
の

▼
与
謝
野
町
の
人
口
動
向

現
状
を
見
る
と
一
貫
し
て

転
出
超
過
（
社
会
減
）
が

続
い
て
い
る
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
年
齢
階
級
別
人
口
移
動

の
状
況
（
グ
ラ
フ
５
（
次

の
ペ
ー
ジ
））、
地
域
ブ

ロ
ッ
ク
別
の
人
口
移
動
の

状
況
（
グ
ラ
フ
６
（
次
の

ペ
ー
ジ
））
の
と
お
り
、

15
～
19
歳
、
20
～
24
歳
の

大
幅
な
転
出
が
見
ら
れ
、

進
学
や
就
職
に
伴
う
関
西

圏
（
京
都
市
を
含
む
）、

東
京
圏
へ
の
転
出
超
過
が

本
町
の
人
口
減
少
の
最
大

の
原
因
で
あ
る
と
分
析
で

き
ま
す
。

2013 年
12,730 万人

（高齢化率：25.1％）

2000

　　　　　8,674 万人
（人口減少率（対 2013 年比）31.9％）
（高齢化率：39.9％）

出生率回復（2.07）ケース
2060 年 10,545 万人

（人口減少率（対 2013 年比）17.2％）
（高齢化率：33.0％） 出生率回復（2.07）ケース

2110 年 9,661 万人
（高齢化率：26.6％）

社人研
（国立社会保障・
人口問題研究所）
中位推計
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4,286 万人
高齢化率：41.3％



資料：与謝野町住民基本台帳

50

0

-50

-100

-150

-200

（人）

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013
-140 -170 -150 -143 -100 -169 -72 -145 （人（全体））

（年）

■ 国外
■ 九州・沖縄
■ 四国
■ 中国
■ 京都府内
■ 関西
■ 中部
■ 東京圏
■ 北関東
■ 東北
■ 北海道

800

600

400

200

0

-200

（人）

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013

資料：与謝野町住民基本台帳

（年）

653

508

■　社会増減
　　転入数
　　転出数

●特集　地方創生２

  

人
口
減
少
の
影
響
「
少
子
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
」
と
い

う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

本
町
の
65
歳
以
上
の
人
口
は

２
０
１
５
年
以
降
、
減
少
す
る

段
階
に
入
る
推
計
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
グ
ラ
フ
７
）

　
65
歳
以
上
の
人
口
の
減
少
以

上
に
、
14
歳
以
下
の
子
ど
も
や

64
歳
以
下
の
お
と
な
の
人
数
が

減
少
す
る
と
推
計
さ
れ
ま
す
。

結
果
、
65
歳
以
上
の
人
口
の
比

率
が
高
く
な
り
、
こ
の
こ
と
を

「
少
子
高
齢
化
が
進
む
」と
言
っ

て
い
ま
す
。
人
口
が
減
少
し
65

歳
以
上
の
人
口
の
比
率
が
高
く

な
る
と
、
私
た
ち
の
ま
ち
に
は

ど
の
よ
う
な
影
響
が
考
え
ら
れ

る
で
し
ょ
う
。

　
小
さ
く
て
も
特
徴
的
な
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
空
き
家
の
増

加
、
地
場
産
業
の
衰
退
、
農
業

な
ど
の
後
継
者
不
足
、
農
地
・

山
林
の
荒
廃
、
防
災
体
制
の
脆

弱
化
な
ど
の
悪
い
面
の
方
が
た

く
さ
ん
思
い
あ
た
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
た
ち
は
、
こ
の
悪
い
面
に

つ
い
て
、
悪
く
し
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
良

い
の
か
知
恵
を
出
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
若
い
世

代
の
転
出
の
抑
制
や
、
都
市
部

か
ら
の
移
住
を
促
進
す
る
方
策

の
検
討
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
地

方
創
生
の
取
り
組
み
は
、
人
口

減
少
対
策
の
側
面
も
あ
り
ま
す

が
、「
将
来
ど
の
よ
う
な
ま
ち

を
目
指
す
の
か
」
に
つ
い
て
、

住
民
の
み
な
さ
ん
が
今
一
度
考

え
る
機
会
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
取
り
組
み
の
成
果
が

見
え
る
ま
で
長
期
間
か
か
る
た

め
、
息
の
長
い
取
り
組
み
に
な

り
ま
す
。

▼
人
口
減
少
の
影
響

▼
検
討
体
制

　
与
謝
野
町
で
は
、
人
口
の
将

来
展
望
を
示
す
「
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」
と
、
５
ヵ
年
の
施
策
の
方

向
性
を
示
す
「
総
合
戦
略
」
を

平
成
27
年
度
中
に
策
定
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
策
定
以
降
も
総
合
戦

略
で
設
定
し
た
目
標
値
の
達
成

状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
必
要
な

施
策
の
改
善
も
進
め
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
地
方
創
生
の
取
り
組
み
を
効

果
的
・
効
率
的
に
推
進
し
て
い

く
た
め
に
は
、
多
く
の
皆
さ
ん

の
参
加
・
協
力
が
重
要
と
な
り

ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
民
間
の
方
で
構

成
す
る
「
与
謝
野
町
ま
ち
・
ひ

と・し
ご
と
創
生
有
識
者
会
議
」

を
設
置
し
議
論
し
て
い
た
だ
く

ほ
か
、
検
討
段
階
で
の
情
報
発

信
、
多
様
な
機
会
を
通
じ
て
皆

さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
照
会
を
い

た
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（備考）1. 国立社会保障 ･ 人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成 25 年 3 月推計）」より作成
　　　  2. 2010 年の人口を 100 とし、各年の人口を数値化した。
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転入・転出数の推移（与謝野町）グラフ４

地域ブロック別の人口移動の状況（与謝野町）グラフ６
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資料：「国勢調査」人口と当該期間の生残率を用いて推定した値

1980 年→ 1985 年
1985 年→ 1990 年
1990 年→ 1995 年

1995 年→ 2000 年
2000 年→ 2005 年
2005 年→ 2010 年

年齢階級別人口移動の推移（与謝野町）グラフ 5

※ 5 歳階級別の純移動数（または純移動率）を期間別に比較することにより、
　年齢別の人口移動傾向およびその変化がわかります。

【第１段階】
高齢人口増加
年少・生産
年齢人口減少

【第２段階】
高齢人口維持 ･ 微減
年少・生産年齢人口減少

【第３段階】
高齢人口減少
年少 ･ 生産年齢人口減少

5　広報よさの  MARCH 2015 4



５与
謝
野
町
の

現
状
と
見
通
し

　

与
謝
野
町
の
平
成
25
年
度
末
の

地
方
債
残
高
は
一
般
会
計
の
約

１
３
６
・
９
億
円
・
特
別
会
計
等
の
約

１
８
９
・８
億
円
を
合
わ
せ
た
総
額
で
、

約
３
２
６
・
７
億
円
と
な
っ
て
お
り
、

施
し
た
場
合
の
推
移
で
あ
り
、
今
後
実

施
方
針
が
決
定
す
る
事
業
や
社
会
情
勢

の
変
化
に
よ
り
新
た
に
必
要
と
な
る
事

業
が
追
加
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
可
能
性
に
も
十
分
配
慮

し
な
が
ら
更
な
る
工
夫
と
努
力
に
よ
り

健
全
な
財
政
運
営
を
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

地方債のお話

～地方自治体の借金～
「広報よさの」の誌面で現在の財政課題を分かりやすくお知らせする「シリーズ：財政のお話」
第 2 回は地方自治体の借金である地方債のお話です。

１

２３

４
ば
、
事
業
費
の
１
０
０
％
を
借
り
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
借
り
入
れ
た
地
方
債
の
元
利

償
還
額
（
返
済
金
）
の
一
部
が
後
に
地

方
交
付
税
と
し
て
交
付
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
、
国
が
進
め
る
重
要
な
施
策
に

沿
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
な
ら
、
充
当
率
や
交

付
税
が
交
付
さ
れ
る
算
入
率
も
高
く
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

合
併
団
体
の
特
例

～
合
併
特
例
債
～

　

与
謝
野
町
の
よ
う
な
合
併
団
体
は
、

合
併
後
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
、
合
併
特
例
債
と
い
う
地
方
債
メ

ニ
ュ
ー
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。　

　
合
併
特
例
債
は
有
利
な
地
方
債
と
言

わ
れ
て
お
り
、
充
当
率
95
％
に
対
し
て

交
付
税
算
入
率
は
70
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
必
要
性
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
本
来

の
地
方
債
メ
ニ
ュ
ー
に
代
わ
り
活
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
与
謝
野
町
で
は
合
併
後
15
年
間
（
平

成
32
年
度
ま
で
）
で
約
１
１
１
億
円
を

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
予
定
で
、
平

地
方
債
活
用
の
手
続
き

　
地
方
債
を
借
り
る
場
合
は
、
地
方
公

共
団
体
の
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
加
え
、
原
則
と
し
て
都
道
府
県
と

「
こ
の
事
業
で
地
方
債
を
活
用
し
て
も

よ
い
か
」
協
議
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
都
道
府
県
は
協
議
さ
れ
た
内
容
に
つ

い
て
地
方
自
治
体
に
同
意
や
許
可
を
し

ま
す
。
そ
う
し
て
地
方
債
を
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。　

　
地
方
債
の
借
入
先
は
財
務
省
や
地
方

自
治
体
が
出
資
す
る
地
方
公
共
団
体
金

融
機
構
、
地
元
の
金
融
機
関
等
で
、
事

業
終
了
後
に
借
り
入
れ
を
行
い
ま
す
。

地
方
債
に
は

メ
ニ
ュ
ー
（
種
類
）

が
あ
り
ま
す

　
地
方
債
に
は
、
実
際
に
行
う
事
業
に

合
わ
せ
て
活
用
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
福
祉
施
設
を

建
て
る
な
ら
「
社
会
福
祉
施
設
整
備

事
業
債
」、
下
水
道
の
整
備
を
行
う
な

ら
「
下
水
道
整
備
事
業
債
」
を
活
用
す

る
と
い
っ
た
具
合
で
す
。
こ
れ
ら
の
メ

ニ
ュ
ー
ご
と
に
事
業
費
に
対
す
る
借
り

入
れ
上
限
額
の
割
り
合
い
（
充
当
率
）

が
決
ま
っ
て
い
て
、
事
業
費
の
75
％
を

上
限
に
借
り
入
れ
で
き
る
も
の
も
あ
れ

地
方
債
の
役
割
は
？

　
地
方
債
と
は
「
地
方
公
共
団
体
が
資

金
調
達
の
た
め
に
負
担
す
る
債
務
（
借

金
）
の
こ
と
で
、
返
済
が
一
会
計
年
度

を
越
え
て
行
わ
れ
る
も
の
」
を
言
い
ま

す
。

▼
地
方
債
の
主
な
役
割
は　

　
地
方
債
の
活
用
に
つ
い
て
は
「
地
方

財
政
法
第
５
条
」
で
地
方
債
の
使
途
が

制
限
さ
れ
て
お
り
、
基
本
的
に
は
公
共

施
設
の
整
備
や
災
害
復
旧
事
業
等
に
地

方
債
を
活
用
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

[ シリーズ：財政のお話 その 2]

地方債のお話

[ シリーズ：財政のお話 その 2]

成
25
年
度
末
で
40
％
に
あ
た
る
約
45
億

円
を
既
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
中
学
校
の
建
て
替
え
や
、
認

定
こ
ど
も
園
の
建
設
、
広
域
ご
み
処
理

施
設
建
設
へ
の
負
担
金
等
の
大
規
模
事

業
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
上
限
に
近
い

額
を
活
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

合併特例債活用イメージ
100 万円の工事を行う事業に合併特例債を活用した場合

30
年
頃
に
は
大
き

く
減
少
す
る
こ
と

に
な
り
、
そ
の
後

は
地
方
債
の
借
入

を
抑
制
し
て
残
高

の
減
少
に
努
め
る

こ
と
に
な
り
ま

す
。
一
般
会
計
で

は
平
成
35
年
で
約

１
０
６
・６
億
円
、

特
別
会
計
等
は
約

１
１
４
・
３
億
円

に
残
高
が
減
少
す

る
見
通
し
で
す
。

　
こ
れ
は
あ
く
ま

で
現
在
計
画
さ
れ

て
い
る
事
業
を
実

350 億円

300 億円

250 億円

200 億円

150 億円

100 億円

50 億円

0

今後の地方債残高の推移（見通し）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35

平成 30 年頃から減少

残高総額
326.7 億円

■一般会計　　■特別会計等

189.8 186.7 181.3 174.0 166.4 158.5 150.1 141.1 132.1
122.8

114.3

136.9 138.2 146.1 159.8 157.2 146.6 136 125.4 115.6 106.6139.4

７　広報よさの  MARCH 2015 ６

町
民
一
人
当
た
り
の
残
高

で
み
る
と
約
１
４
０
万
円

に
な
り
ま
す
。

　
今
後
は
合
併
特
例
債
を

活
用
し
た
事
業
や
下
水
道

整
備
事
業
な
ど
の
特
別
会

計
等
で
行
う
事
業
も
平
成

事業費 100 万円
借入れた 95 万円の 70％
が返済時に地方交付税と
して交付されることか
ら、実質的に②のような
イメージになります。

交付税を見える化すると・・

一般財源
5 万円

一般財源
5 万円

地方債 95 万円
（100 万円× 95%）

①

②

①
建
設
事
業
等
の
た
め
の
資
金
の

　
調
達
（
単
年
度
の
収
入
だ
け
で
は

　
事
業
が
で
き
な
い
の
で
、
借
入
と

　
言
う
形
で
資
金
調
達
す
る
）　

②
住
民
負
担
の
世
代
間
の
調
整
（
毎

　
年
の
返
済
と
い
う
形
で
世
代
間
に

　
負
担
を
平
均
化
す
る
）

残高総額
220.9 億円

（95 万円× 70％）
交付税 66.5 万円

実質的な借金は
地方債 95 万円ー交付税
66.5 万円 =28.5 万円



引越しにまつわる本　  ３月は年度末でもあり、進学や就職、異動などで引っ越しの機会も多いと思い
ます。引っ越しだけでなく、一人暮らしや住まいの整理に関する本を紹介します。

A L T リレーコラム  ［ 第 46 回  ニューヨーク市の中心  by ケンドラ・マクダフィ］ 	COLUMN　 図書館へ行こう！		  BOOKS

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前 10 時～午後６時（分室のみ：平日 13:00 ～ 14:00 休館）
●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

『いただきバス』 
藤本ともひこ／鈴木出版　 
なんとしゃべるバスがやってきた！みんな
は大喜びでりんごを食べにバスに乗って出
かけます。「しゅっぱつしバス」と走るバ
スは、すごい速さで進んでいきます。乗り
物大好きなお子さんにおすすめの絵本。

『イラストでときめく
 片付けの魔法』
近藤麻理恵／サンマーク出版　 
ベストセラー『人生がときめく片付けの魔
法』がイラストでさらに分かりやすく、片
づけレッスンの現場ノウハウを再現。108
のメソッドを実践して、心機一転。もっと
すてきなお部屋にしてみてはいかがでしょ
うか？

『子どもをひとり暮らしさせる！ 
 親の本 大学生を支える物と
 部屋と心の準備』 
主婦の友社・上大岡トメ／主婦の友社

主に大学進学を機にわが子を初めてひとり
暮らしさせる保護者に向けて、家探しや
引っ越しといった準備だけでなくお金の問
題や精神的な面まで、先輩たちの経験談を
踏まえてフォローした１冊です。

　 一般書 ●『日本人のためのピケティ入門』
池田信夫／東洋経済新報社　●『最貧困女子』
鈴木大介／幻冬舎　●『心とカラダがキレイ

になる和みのヨーガ』ガンダーリ松本／ＰＨＰ
エディターズ・グループ　●『北欧テイストのリノベーショ
ン』加藤郷子／パイインターナショナル　●『世界一美しい
食べ方のマナー』小倉朋子／高橋書店　●『壊れた自転車で
ぼくはゆく』市川拓司／朝日新聞出版　●『千春の婚礼（新・
御宿かわせみ）』平岩弓枝／文藝春秋　●『絶唱』湊かなえ
／新潮社　●『みんなの少年探偵団』万城目学／ポプラ　
　　　　●『すみれおばあちゃんのひみつ』植垣歩子／偕
成社　●『なぜイヌの鼻はぬれているの？』ケネス・スティー
ブン／西村書店　●『ベイマックス』ＫＡＤＯＫＡＷＡ　
●『僕たちの国の自衛隊に 21 の質問』半田滋／講談社
●『アドベンチャーワールドパンダをふやせ！』深光富士
男／佼成出版社　●『それいけ！ぼっこくん』富安陽子／
偕成社　●『大石内蔵助』加来耕三／ポプラ社　

今月の
新着図書

図書館おはなし会　　
＜本　　　館＞　４月 ４日（土）　午後 3 時～
＜加 悦 分 室＞　３月 21日（土）　午前 10 時 30 分～
＜野田川分室＞　マザーグースによる春のおはなし会　
　　　　　　　　３月 28日（土）　午後２時～
　　　　　　　　＊３月の紙芝居の日はありません

『こんなかいじゅうみたことない』 
藤本ともひこ／ ＷＡＶＥ出版　 
この絵本に出てくるかいじゅうのぼうやは、
やさしく、絵本とお片づけが大好きで、お父
さんとお母さんは「こんなかいじゅうみたこ
とない」ってがっかり。そこで立派なかいじゅ
うになるために連れて行かれたところとは？

『ねこときどきライオン』 
藤本ともひこ / 講談社

ねこはライオン、さるはゴリラ、パンダは？
ページをめくると、どうぶつたちが、びっく
りだいへんしん！ＮＨＫＥテレ「おかあさん
といっしょ」の歌を絵本にした１冊。楽しい
絵本をぜひ歌いながら読んでみてください。

絵本作家による絵本ライブのお知らせ

　絵本作家の藤本ともひこさんによる絵本ライブ。
　楽しい絵本の読み聞かせはもちろん、あそびうたや手
遊びなど盛りだくさんの催しです。
　子どもからおとなまで物語や言葉の世界を楽しむこと
ができます。ぜひお越しください。　
日　時　３月 22 日（日）午後１時 30 分～３時
場　所　知遊館研修室１～３
講　師　藤

ふじ
本
もと

ともひこ氏　（東京都中野区生まれ。1991
　　　　年講談社絵本新人賞受賞。絵本作家・童話作家・
　　　　作詞家・あそびうた作家）
備　考　会場準備のため、事前に図書館（室）まで申し
　　　　込みください。電話・ＦＡＸでも受け付けます。

～講師の絵本紹介～
楽しい絵本がたくさんありますので一部を紹介します。

トルあり、位置はニューヨー
ク市のあるマンハッタン島の
中央付近にあります。
 長い間セントラル・パーク

は犯罪の多い危険な場所であ
ると言われてきました。私の
両親もいまだにセントラル・
パークにはそのようなイメー
ジを持っています。しかし、
現在では治安も良くなり、老
夫婦や犬を連れた人が湖の周

ンチに座っていることがありました。大抵の日は、何か面
白いことをして公園を訪れる誰かを喜ばせようとする人が
いました。
 私が心の中でニューヨーク市を思い描くときは、セント

ラル・パークを思い描きます。この公園は人の心を休ませ
る場所であり、人に心を開く場所、心の声を歌にする場所、
誰かと心を共有する場所であります。皆さんにはこのよう
な場所はありますか？

ニ ューヨーク市の中心といえば、大抵の人は華やか
な繁華街「タイムズスクエア」や超高層ビル「ロッ

クフェラー・センター」を思い浮かべると思います。摩天
楼が立ち並び、地下鉄が行きかう騒々しい都会の生活のイ
メージがあるのではないでしょうか。
 しかし、私にとってニューヨーク市の中心といえば「セ

ントラル・パーク」です。 セントラル・パークはニューヨー
ク市の中で最も広い公園です。面積は 3.41 平方キロメー

大学生のときはよく友達とピクニックをしました

りを散歩したり、夕暮れまで大学生が芝生で休んだりして
いる光景が見られます。入園料は無料で公園はいつでも開
放されています。
　私が大学生だったとき、私の通っていた大学はセント

ラル・パークの近くにあったため、私は本当に幸運でした。
歩いて 5 分程の距離に公園があったため、講義の合間に
公園で昼食を食べることができ、もう少し足を延ばせば「メ
トロポリタン美術館」や「アメリカ自然史博物館」に行く

ことができました。私は時々、湖のそばに座りながら湖で
泳いで餌を食べているアヒルたちを見るか、アヒルたちを
見ている人を見に行きました。この公園に行くと市内から
出ずに騒々しい都会生活から逃れることができました。
 私にとってセントラル・パークは友人と会う場所でもあ

りました。私の友人たちはクイーンズ区、ブロンクス区や
ブルックリン区など市内の別々の場所に住んでいました。
しかし、土曜日の朝は皆で公園に集まってランニング、サッ

カーやピクニックをすること
に決めていました。誰かの誕
生日にはケーキを作り、公園
に持ってきて皆で食べました。
雨の日には、私たちは公園の
近くの美術館や博物館に避難
しました。これらの施設に私
たちのような学生は無料で入
ることができました。
 公園には楽器を演奏してい

る人や歌を歌っている人がベ

公民館訪問 ［ 第 30 回　香河公民館］	

を
行
い
、
区
民
が
集
い
、
憩

う
機
会
を
設
け
て
き
ま
し

た
。

  
今
で
は
、
区
民
運
動
会
に

変
わ
る
「
３
世
代
交
流
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」、
夏

ま
つ
り
、
絵
手
紙
教
室
、
人

権
学
習
、
花
一
杯
運
動
等
を

公
民
館
活
動
と
し
て
行
っ
て

い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
の
波

の
勢
い
は
衰
え
る
こ
と
な

く
、
当
区
も
自
治
会
と
し
て

の
機
能
を
い
か
に
存
続
さ
せ

て
い
く
か
危
ぶ
ま
れ
る
状
況

で
す
。
今
後
の
公
民
館
活
動

は
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
、

他
地
区
と
合
同
で
実
施
す
る

こ
と
も
必
要
で
な
い
か
と
思

わ
れ
、
新
た
な
方
策
を
見
い

だ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
段

階
に
な
っ
て
き
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。

香
河
区
は
町
内
で
最

も
人
口
の
少
な
い

区
で
す
が
、
公
民
館
活
動
を

開
始
し
て
か
ら
早
く
も
６
年

目
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
人
口
の
少
な
い
区
で

あ
る
だ
け
に
、
公
民
館
活
動

の
趣
旨
を
理
解
し
て
も
ら
い

普
及
を
図
る
た
め
に
は
、
よ

り
多
く
の
区
民
に
参
加
し
て

も
ら
い
、
そ
し
て
参
加
す
る

こ
と
に
よ
り
体
験
を
し
て
も

ら
う
こ
と
、
そ
こ
が
創
意
工

夫
の
し
ど
こ
ろ
で
、
公
民
館

主
事
の
手
腕
が
求
め
ら
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

 

幸
い
と
言
う
べ
き
か
、
20

年
ほ
ど
前
に
、
現
在
は
休
止

状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

区
で
「
村
づ
く
り
推
進
委
員

会
」
を
発
足
さ
せ
、
区
民
全

員
が
年
に
何
度
か
一
堂
に
会

す
る
行
事
を
し
、
区
民
の
交

流
を
重
ね
て
き
た
経
過
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
当
時
、
旧
加

悦
町
で
は
公
民
館
活
動
は
今

ほ
ど
の
熱
心
さ
は
な
く
、
区

独
自
で
行
事
を
取
り
組
ま
れ

て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。
当
区
で
は
、
区

民
運
動
会
、
夏
ま
つ
り
、
山

の
ま
つ
り
、
花
一
杯
運
動
等

上／夏まつり
右／絵手紙教室
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がんばってます！消防団 編集 ● 岩滝方面隊

～阪神淡路大震災から 20 年…～
今年は阪神淡路大震災から 20 年が経ち、また東日本大震災から 3 年が経とうとしています。
いつ起きるか分からない地震について今一度再確認をしましょう。

●非常食　　●ラジオ　
●貴重品     ●飲料水　
●救急セット●安全用品
●懐中電灯  ●衣類
●生活用品

　
適
量
の
飲
酒
は
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
や
円
滑
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
良
い
面
も
あ
り

ま
す
が
、
過
度
に
な
る
と
肝
障
害
な
ど
の
疾

患
の
原
因
や
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
と
な
る
ほ

か
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
な
ど
社
会

問
題
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
　

 

ア
ル
コ
ー
ル
に
つ
い
て

　
お
酒
に
含
ま
れ
て
い
る
ア
ル
コ
ー
ル
は
、

胃
で
20
％
、
小
腸
で
80
％
吸
収
さ
れ
、
血
中

に
移
行
し
ま
す
。
血
中
に
移
行
し
た
ア
ル

コ
ー
ル
は
肝
臓
で
毒
性
の
強
い
物
質
に
変
わ

り
ま
す
。
し
か
し
、
肝
臓
に
は
、
ア
ル
コ
ー

ル
な
ど
の
有
害
物
質
を
分
解
す
る
働
き(

解

毒
作
用)

が
あ
り
ま
す
の
で
、
最
終
的
に
ア

ル
コ
ー
ル
は
水
と
二
酸
化
炭
素
と
な
り
体
外

に
排
出
さ
れ
ま
す
。

　
肝
臓
の
解
毒
作
用
が
順
調
で
あ
れ
ば
、
肝

障
害
は
お
こ
り
に
く
い
の
で
す
が
、
ア
ル

コ
ー
ル
は
、
依
存
性
の
薬
物
で
す
。
そ
の
た

め
、
不
適
切
な
飲
み
方
を
続
け
る
う
ち
に
過

度
の
飲
酒
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
う
な
る
と

肝
臓
の
解
毒
作
用
が
追
い
つ
か
ず
、
肝
障
害

を
お
こ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

  

過
度
の
飲
酒
が
引
き
起
こ
す

 

肝
障
害
に
つ
い
て

　
過
度
の
飲
酒
に
よ
る
肝
障
害
で
最
初
に
な

る
の
は
脂
肪
肝
で
す
。
更
に
飲
酒
を
続
け
る

と
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
炎
に
な
り
、
死
亡
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
更
に
続
け
る
と
肝
硬
変

つ
く
し
句
会

雪
の
日
暮
や
電
柱
も

　
　
樹
の
仲
間

　
　
　
　
　
　
　
　
康
弘

【
開
催
日
】

毎
月　
第
４
木
曜
日

午
後
７
時
30
分
～
９
時
45
分

【
場   

所
】

知
遊
館

【
代   

表
】

白
数
康
弘

【
連
絡
先
】

白
数
宏
子　

☎
４
６
・３
８
１
９

　　  山火事予防運動について
【宮津与謝消防署・与謝野町消防団からのお願い】
　４月１日～７日まで、山火事予防運動を行います。
春は空気が乾燥し、風の強い日が多く、火災が起こりや
すい気象状況です。
　一人ひとりが、火の取り扱いに十分注意し、予防しま
しょう。

健やか広場　　飲酒と健康の話

広告

と
い
う
最
終
段
階
に
入
り
ま
す
。
こ
こ
ま
で

く
る
と
治
療
は
困
難
に
な
り
ま
す
。
そ
う
な

ら
な
い
よ
う
な
飲
み
方
が
大
切
で
す
。

 

適
切
な
飲
酒
量
に
つ
い
て

　
適
切
な
飲
酒
量
と
は
、
お
酒
に
含
ま
れ
て

い
る
ア
ル
コ
ー
ル
量
で
い
う
と
１
日
平
均
20

ｇ
以
下
で
す
。
お
酒
の
種
類
に
よ
り
、
ア
ル

コ
ー
ル
濃
度
は
異
な
る
た
め
、
お
酒
そ
の
も

の
の
適
量
は
各
種
類
別
に
計
算
し
な
く
て
は

い
け
ま
せ
ん
が
、
厚
生
労
働
省
「
飲
酒
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
よ
る
と
１
日
に
、
ビ
ー

ル
中
ビ
ン(

ア
ル
コ
ー
ル
度
数
５
％)

１
本
、

日
本
酒(

ア
ル
コ
ー
ル
度
数
15
％)

１
合
、

  平成 27 年度地方税制改正（案）について 

　　　　　　原動機付自転車および二輪車に係る税率について、平
成 26 年度税制改正後の税率適用開始時期が平成 27 年
度から平成 28 年度へ１年延期される改正案が国会に提
出されていますのでお知らせします。
■問い合わせ先　税務課　☎ 44-2084

　　　　  江山文庫読書会
与謝野晶子の童話を読む
第 35 回「与謝の海霞の織混ぜ」
　　　　　　　　　■日　時　３月 27 日（金）
              　　　　　　　　    午後１時 30 分～３時
　　　　　　　　　　　　　　※毎月第４金曜日
　　　　　　　　　■問い合わせ先 
　　　　　　　　　　　　　　江山文庫　☎ 43-2180

広告

備えあれば
憂いなし！

非常持ち出し袋を準備しよう！

チ
ュ
ー
ハ
イ
（
ア
ル
コ
ー
ル
濃

度
７
％
）
３
５
０
㎖
１
缶
、
ウ

イ
ス
キ
ー(

ア
ル
コ
ー
ル
度
数

43
％)

ダ
ブ
ル
１
杯
相
当
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

れ
ま
す
の
で
、
断
酒
が
必
要
で
す
。

 

過
度
の
飲
酒
は

 

さ
ま
ざ
ま
な
生
活
習
慣
病
の

 

原
因
に
も
な
り
ま
す

　
過
度
の
飲
酒
は
、
肝
障
害
の
ほ
か
、
膵
炎

や
高
脂
血
症
、
高
尿
酸
血
症
、
高
血
圧
症
、

食
道
が
ん
、
脳
障
害
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
生
活

習
慣
病
を
引
き
起
こ
し
、
進
行
さ
せ
る
危
険

性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
京
都
府
で
は
、
生
活
習
慣
病
に
な
る
危
険

性
が
あ
る
過
度
の
飲
酒
を
し
て
い
る
人
が
２

割
を
超
え
、
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、「
総
合
的
な
府
民
の
健
康
づ
く

り
指
針(

き
ょ
う
と
健
や
か
21
）」
の
中
で

生
活
習
慣
病
発
症
予
防
と
重
症
化
予
防
の
た

め
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
飲
酒
を
あ

げ
、
適
切
な
飲
酒
量
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

 

飲
酒
は
適
切
な
量
を
守
り
、

 

自
分
に
あ
っ
た
方
法
で

 

楽
し
く
飲
み
ま
し
ょ
う

　
お
酒
は
上
手
に
飲
む
と
Ｈ
Ｄ
Ｌ
（
善
玉
）

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
増
加
し
、
動
脈
硬
化
を

予
防
し
た
り
、
食
欲
増
進
や
ス
ト
レ
ス
解

消
、
疲
労
回
復
な
ど
健
康
に
よ
い
こ
と
も
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
お
酒
は
、
食
べ
な
が
ら
適

切
な
量
の
範
囲
で
ゆ
っ
く
り
飲
む
、
１
週
間

に
２
日
は
飲
ま
な
い
日(

休
肝
日)

を
つ
く

る
、
自
分
の
ペ
ー
ス
を
守
り
な
が
ら
飲
む
な

ど
自
分
に
あ
っ
た
方
法
で
楽
し
く
飲
む
こ
と

が
大
切
で
す
。

 

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
肝
臓
は
「
沈
黙
の
臓
器
」
と
言
わ
れ
て
お

り
、
異
常
が
あ
っ
て
も
自
覚
症
状
が
で
に
く

い
の
が
特
徴
の
１
つ
で
す
。
従
っ
て
定
期
的

に
検
査
を
受
け
、
自
分
の
肝
臓
の
状
態
を
把

握
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
一
般
に
肝
機
能
の
血
液
検
査
項
目
と
し
て

は
、
Ａ
Ｓ
Ｔ(

Ｇ
Ｏ
Ｔ)

、
Ａ
Ｌ
Ｔ(

Ｇ
Ｐ

Ｔ)

、
γ
‐
Ｇ
Ｐ
Ｔ
が
あ
り
ま
す
。
γ
‐
Ｇ

Ｐ
Ｔ
が
高
値
の
場
合
、
過
度
の
飲
酒
が
疑
わ

れ
ま
す
。
Ａ
Ｓ
Ｔ(

Ｇ
Ｏ
Ｔ)

も
Ａ
Ｌ
Ｔ(

Ｇ

Ｐ
Ｔ)

も
高
値
の
場
合
に
は
、
肝
炎
が
疑
わ
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落ち着いて火の元を確認 屋内では転倒した家具類、
ガラスの破片に注意する

窓や戸を開け、出口の確保
揺れが収まってから避難

屋外で揺れを感じたら塀や
門から離れる

瓦、窓ガラスなどが落ちてく
るので外には飛び出さない

机や座布団で頭を守る



まちの 話題 お届けします
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町 政  News & Information

左から山添町長、㈱ドトールコーヒー星野会長、京都祐喜㈱

香山社長

●功績・功労をたたえて

最優秀賞を受賞
　丹後産コシヒカリの品質向上に取り組む丹後米改良協会によ
る「平成 26 年度丹後産コシヒカリ良食味米共励会」の表彰式
が２月 12 日、丹後農業研究所（京丹後市）で開催され、宮

みや
本
もと

浩
ひろ

司
し

さん（温江）が最優秀賞（丹後米改良協会長賞、京都府知
事賞）を受賞されました。また、与謝野町からは他にも、赤

あか
西
にし

伸
のぶ

夫
お

さん（明石）が優秀賞（丹後米改良協会長賞、与謝野町長
賞）を、小

お
谷
だに

安
やす

博
ひろ

さん（後野）と森
もり

垣
がき

富
とみ

男
お

さん（与謝）が努力
賞（丹後米改良協会長賞、共励会審査委員長賞）をそれぞれ受
賞されました。
　この賞は、丹後地域でコシヒカリの良食味栽培に取り組む農
家を対象に、ほ場審査、外観審査、食味審査を実施し、総合で
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
宮
本
さ
ん

最も優秀な米に最優秀賞を贈る
ものです。昨年８月から 12 月
にかけて各部門審査が行われ、
今年は応募総数 112 点中から、
宮本さんが栽培された、与謝野
町が推進する自然にやさしい農
業のシンボルである「京の豆っ
こ米」が選ばれました。

●ドトールコーヒー会長星野氏と町長対談

与謝野町の魅力について意見交換
　２月 10 日、㈱ドトールコーヒー代表取締役
会長星

ほし
野
の

正
まさ

則
のり

氏と山
やま

添
ぞえ

町長による対談が行われ、
これからの地方の可能性や大企業から見た与謝
野町などについて話し合いました。
　星野氏からは、｢ まちの特性を生かして、個
性のあるまちづくりを ｣ という声掛けがあり、
町長は、｢ 与謝野町にしかない魅力は多くある。
魅力をうまく生かしたい ｣ と答えるなど、まち
の魅力やまちの今後について意見交換しました。

選手、スタッフみんなで集合写真

順
位
を
上
げ
る
走
り
を
見
せ
、
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を
切
る
松
尾
さ
ん

●第 37 回府民総体市町村対抗駅伝競争

与謝野町ダブルで入賞を果たしました！

出　場　選　手（敬称略）

１区 平井　琴加（四辻） ・ 佐々木和代（明石）

２区 山﨑　夢乃（四辻） ・ 沖村　美夏（三河内）

３区 田中樹希耶（岩滝 ) ・ 佐々木健心（幾地）

４区 亀井　祐貴（三河内） ・ 谷口　晴信（加悦奥）

５区 田中　良樹（加悦） ・ 平井　勝    （四辻）

６区 時田　元太 （幾地） ・ 市田　憲一（明石）

７区 岸田　笑佳（幾地） ・ 小室　茉奈（男山）

８区 松尾　哲裕（石川） ・ 安見　一徳（上山田）

※前者が「対抗の部」、後者が「チャレンジの部」出場

　「 第 37 回 府 民 総 体 市 町 村 対 抗
駅伝競争」が 2 月８日、福知山市
三段池公園総合体育館前を発着点

（36.309km、８区間）に開催され、
府内市町村から、「市町村対抗の部」
に 22 チーム、「市町村チャレンジ
の部」に 13 チームが出場しました。
当日は天候にも恵まれ、出場した各
選手はベストをつくしました。
　この日のために、12 月から週 2
回の練習をしてきた与謝野町の選手
たち。レースの結果は「市町村対抗

の部」で２時間 1 分 12 秒のタイム
を記録し、昨年の順位７位を上回わ
る５位でゴールしました。
　１区の平

ひら
井
い

琴
こと

加
か

さんは区間４位で
たすきをつなぐ快走を見せ、さらに
アンカーの松

まつ
尾
お

哲
あき

裕
ひろ

さん（右写真）
は、７位でたすきを受け、５位まで
順位を上げゴールテープを切る力走

を見せました。
　また、オープン参加である「チャ
レンジの部」のチームでも昨年の８
位を上回わる７位入賞と好成績を収
めました。
　与謝野町の選手一人ひとりが自分
の力を出し切り、ダブルで入賞とい
う素晴らしい結果となりました。

入札日 工事名 場所 業者数 落札業者名 予定価格
（千円 / 税抜）

最低制限
価格

落札金額
（千円 / 税抜）

落札率
（％） 工事期間

1/16 田尻線道路災害復旧工事（26 災 3301） 加悦奥 ３者 カワベ技建 2,030 1,752 1,752 86.3 H27/1/17 ～ 3/20

1/16 立町地区面整備①工事 岩滝 ５者 ㈱井田建設 2,036 1,755 1,755 86.2 H27/1/23 ～ 3/5

1/16 災害復旧事業谷垣農地復旧工事（査定第 634 －１号） 温江 ３者 足立石油㈱ 3,556 3,076 3,076 86.5 H27/1/28 ～ 3/31

1/16 統合簡水与謝簡易水道国道 176 号配水管布設替工事 与謝 ３者 ㈱三野工務店 2,886 2,498 2,498 86.5 H27/1/23 ～ 3/25

1/16 野田川駅トイレ改修工事 下山田 ２者 ㈲植田建築 10,390 9,246 9,246 88.9 H27/1/28 ～ 3/31

1/16 統合簡水与謝簡易水道舗装復旧工事 滝他 ４者 金下建設㈱ 3,109 2,707 2,707 87.0 H27/1/28 ～ 3/25

1/16 下水道関連舗装本復旧①工事 温江他 ４者 西田工業㈱ 10,248 8,841 8,841 86.2 H27/1/28 ～ 3/27

1/16 与謝野町勤労者総合福祉センター太陽光発電設備等
設置工事実施設計業務委託 四辻 ６者 キタイ設計㈱

京都支社 1,840 ー 1,380 75.0 H27/1/22 ～ 3/25

1/20 与謝野町下水道等包括的民間委託導入可能性
予備調査業務 町内全域 ２者 日本上下水道設計㈱

京都出張所 2,715 ー 2,300 84.7 H27/1/22 ～ 3/30

 1   月入札結果 問 総務課 ☎ 46-3003

公共交通 TOPICS
KTRが「丹鉄」に生まれ変わります！

問 企画財政課 ☎ 46-3084

　
運
行
と
施
設
等
の
保
有
を
切
り
離
す

上
下
分
離
方
式
が
導
入
さ
れ
、
４
月
１

日
（
予
定
）
か
ら
「
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄

道（
Ｋ
Ｔ
Ｒ
）」が「
京
都
丹
後
鉄
道（
丹

鉄
）」
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
路
線
名
や
駅
名
等
も
変

宝くじ助成事業
祭事用備品が整備されました

問 企画財政課 ☎ 46-3084

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
発
展
を
目
的

に
、
一
般
財
団
法
人
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
自

治
宝
く
じ
受
託
事
業
収

入
を
財
源
と
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
を

受
け
、
三
河
内
区
に
祭

事
用
備
品
が
整
備
さ
れ

ま
し
た
。

　

宝
く
じ
助
成
事
業

は
、
皆
さ
ん
が
購
入
さ

れ
た
宝
く
じ
を
財
源
と

し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
健
全
な
発
展
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

子ども屋台水引幕　　                     山屋台水引幕（修繕）

更
と
な
り
ま
す
。
与
謝
野
町
に
お
い
て

は
、
野
田
川
駅
が
「
与
謝
野
駅
」
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
現
行
と
変
更
後
の
一
覧
は
表
の
と
お

り
で
す
。
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
鉄
道

を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

3 月 31 日まで 4 月 1 日以降
運行会社 北近畿タンゴ鉄道株式会社 WILLER TRAINS 株式会社

鉄道通称名 北近畿タンゴ鉄道（略称：KTR） 京都丹後鉄道（略称：丹鉄〈たんてつ〉）

インターネットサイト http://ktr-tetsudo.jp/
http://trains.willer.co.jp/
４月より京都丹後鉄道サイトとしてリニューアル予
定

駅名の変更

・野田川駅
・丹後大宮駅
・木津温泉駅
・丹後神野駅
・甲山駅
・但馬三江駅
・厚中問屋駅

・与謝野駅
・京丹後大宮駅
・夕日ヶ浦木津温泉駅
・小天橋駅
・かぶと山駅
・コウノトリの郷駅
・福知山市民病院口駅

路　線
・宮津線（西舞鶴－豊岡）
・宮福線（宮津－福知山）

・宮舞線（西舞鶴－宮津）愛称新設
・宮豊線（宮津－豊岡）愛称新設
・宮福線

運賃等
乗車区間ごとの運賃・料金の変更はありません。企画乗車券は、より便利でお得な種
類が増えます。「丹鉄」でネット検索し、詳細をご確認ください。

問い合わせ先 北近畿タンゴ鉄道  ☎ 25-2323　
【運行に関するお問い合わせ】
　　宮津駅　☎ 22-3307

【商品等に関するお問い合わせ】
　　京都丹後鉄道　☎ 25-2323
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与謝野町役場 
　☎ 46-3001（代表）

岩滝地域振興課
　☎ 46-3002
総務課
　☎ 46-3003
　☎ 46-3004（消防安全係） 
企画財政課 
　☎ 46-3084
　☎ 46-3085（情報システム係）
建設課
　☎ 46-3267
商工観光課
　☎ 46-3269
会計室
　☎ 46-3007
野田川庁舎
　☎ 44-2081（代表）

野田川地域振興課
　☎ 44-2082
住民環境課
　☎ 44-2083 
税務課
　☎ 44-2084 
水道課
　☎ 44-2085 
下水道課
　☎ 44-2086
加悦庁舎 
　☎ 43-1511（代表）

加悦地域振興課
　☎ 43-1512
福祉課
　☎ 43-1513
保健課
　☎ 43-1514
農林課
　☎ 43-2191
議会事務局
　☎ 43-0215
教育委員会 教育総務課
　☎ 43-2192
教育委員会 教育推進課
　☎ 43-2193

町 政  News & Information

を
受
診
す
る
こ
と
は
、
控
え
ま

し
ょ
う
。
医
療
費
を
増
や
し
て
し

ま
う
だ
け
で
な
く
、
重
複
す
る
検

査
や
投
薬
に
よ
り
か
え
っ
て
体
に

悪
影
響
を
与
え
て
し
ま
う
な
ど
の

心
配
も
あ
り
ま
す
。
今
受
け
て
い

る
治
療
に
不
安
な
ど
が
あ
る
と
き

に
は
、
そ
の
こ
と
を
医
師
に
伝
え

て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

口
座
振
替
納
付
・

コ
ン
ビ
ニ
収
納
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
納
め
忘
れ
が
な
く
、
納
付
の
た

め
金
融
機
関
、
役
場
窓
口
に
行
く

必
要
が
な
い
「
口
座
振
替
」
が
便

利
で
す
。
手
続
き
は
金
融
機
関
窓

口
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
平
成
26
年
２
月
よ
り
町
税
と
一

部
料
金
の
納
付
書
が
コ
ン
ビ
ニ
納

付
対
応
と
な
り
ま
し
た
。
仕
事
で

な
か
な
か
役
場
や
金
融
機
関
が
空

い
て
い
る
時
間
に
行
け
な
い
と
い

う
場
合
で
も
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
で

納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

1415　広報よさの  MARCH 2015

問 福祉課 ☎ 43-1513京都歯科サービスセンター北部診療所
福知山市に新しくオープン

問 福祉課 ☎ 43-1513ひまわりノート
あなたは「ひまわりノート」を知っていますか？

問 企画財政課 ☎ 46-3084シリーズ⑩ すすめよう！男女共同参画
「相談支援の充実」

　

障
害
の
あ
る
患
者
さ
ん
は
、

個
々
の
問
題
か
ら
歯
科
治
療
が
難

し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な

患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
受
診
で
き

る
よ
う
な
歯
科
診
療
を
行
っ
て
い

る
の
が
、
京
都
歯
科
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
で
す
。
以
前
か
ら
障
害
者

へ
の
歯
科
診
療
を
行
っ
て
い
る

「
京
都
歯
科
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

中
央
診
療
所
」
は
京
都
市
に
あ
り
、

与
謝
野
町
な
ど
北
部
地
域
の
人
が

利
用
す
る
に
は
距
離
が
遠
い
と

い
っ
た
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
平
成
26
年
11
月
に
、
京
都

府
な
ら
び
に
５
市
２
町
（
福
知
山

市
・
舞
鶴
市
・
綾
部
市
・
宮
津
市
・

京
丹
後
市
・
伊
根
町
・
与
謝
野
町
）

の
協
力
の
も
と
、福
知
山
市
に「
京

都
歯
科
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
北
部

診
療
所
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
毎
週
水
・
木
曜
日
、
午
後
１
～

４
時
に
診
療
、
予
約
受
付
を
行
っ

て
い
ま
す
（
予
約
制
）。
障
害
に

よ
っ
て
歯
科
治
療
が
難
し
い
と
お

悩
み
の
方
は
、
活
用
く
だ
さ
い
。

※
全
身
麻
酔
が
必
要
な
治
療
は
行

わ
ず
、
近
隣
で
は
久
美
浜
病
院
の

口
腔
外
科
で
の
治
療
と
な
り
ま
す
。

【
所
在
地
】

　
福
知
山
市
問
屋
町
63
番
地
１

【
予
約
先
】

　
☎
０
７
７
３
・
２
４
・８
０
２
０

　
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
、
日
々
成

長
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、
お
子
さ

ん
に
関
す
る
情
報
も
ど
ん
ど
ん
増

え
て
い
き
ま
す
。
そ
ん
な
子
ど
も

の
成
長
記
録
の
１
つ
と
し
て
、
与

謝
野
町
に
は「
ひ
ま
わ
り
ノ
ー
ト
」

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
ひ
ま
わ
り
ノ
ー
ト
に
は
子
ど
も

の
成
長
ご
と
の
情
報
が
書
き
込
め

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
か
ら
始
ま
り
、

乳
幼
児
健
診
の
様
子
、
幼
児
期
・

小
中
学
校
・
高
校
の
生
活
に
つ
い

て
の
記
録
、
就
職
や
一
人
暮
ら
し

の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
な
ど
、
そ
の

１
冊
で
ず
っ
と
記
録
を
残
し
て
い

け
る
フ
ァ
イ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

与
謝
野
町
で
は
２
年
前
か
ら
、
３

歳
の
お
子
さ
ん
の
い
る
世
帯
に
配

布
し
て
い
ま
す
。

　
成
長
記
録
と
し
て
、
日
記
の
よ

う
に
活
用
し
て
も
ら
っ
た
り
、
人

と
情
報
共
有
す
る
た
め
に
使
っ
て

も
ら
っ
て
も
良
い
で
す
。
ま
た
、

何
歳
か
ら
で
も
使
い
始
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
ノ
ー
ト
に
決

ま
っ
た
形
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
由

な
形
で
、
楽
し
ん
で
作
っ
て
欲
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
各
庁
舎
や
、

保
育
所
・
小
学
校
や
療
育
教
室
な

ど
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
実
物

を
一
度
見
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
健
康
・
子
育
て
・
介
護
・
就
労

な
ど
、
私
た
ち
が
暮
ら
し
の
中
で

直
面
す
る
困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と

は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
わ
た
っ
て

い
ま
す
。
役
場
に
お
い
て
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
担
当
課
で
住
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
相
談
を
お
聞
き
し
、
必

要
に
応
じ
て
専
門
機
関
や
庁
舎
の

中
で
連
携
を
取
っ
て
い
ま
す
。

　
近
年
は
、
本
町
に
お
い
て
も
家

庭
内
暴
力
や
Ｄ
Ｖ
、
児
童
虐
待
、

高
齢
者
虐
待
、
障
害
者
虐
待
、
ひ

き
こ
も
り
、
自
殺
等
に
関
す
る
相

談
な
ど
、
深
刻
で
緊
急
を
要
す
る

相
談
が
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
適
切
で
迅

速
な
対
応
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ

て
お
り
、「
よ
さ
の
虐
待
ほ
っ
と

ラ
イ
ン
」
の
開
設
を
は
じ
め
、
Ｄ

Ｖ
被
害
者
等
緊
急
避
難
支
援
事
業

の
創
設
、
Ｄ
Ｖ
・
虐
待
防
止
セ
ン

タ
ー
の
設
置
な
ど
相
談
支
援
体
制

の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

※
よ
さ
の
虐
待
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

☎
４
３
・１
５
１
６ 

24
時
間
対
応

私
た
ち
住
民
の

取
り
組
み

～
男
女
共
同
参
画
計
画

　〈
後
期
施
策
〉
よ
り
～

・
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
役
場

　
に
相
談
し
よ
う
。

平成 27 年１月末現在

人　口	23,297 人（ー 20）

　男　	11,093 人（ ー 10）

　女　	12,204 人（ー 10）

世帯数	 9,160 戸（＋  3）
※括弧内は前月比

まちのうごき

※この欄で紹介する出生とお悔やみは、１月 16 日から２月 15 日までの届け出分です。また、役場窓口で届出の際に希望された方のみを掲載しています。

費
が
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
与

謝
野
町
も
医
療
費
の
上
昇
等
に
対

応
す
る
た
め
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
（
一
般
会
計
か
ら
の
資
金
援

助
）
や
基
金
取
り
崩
し
（
国
保
会

計
貯
金
の
取
り
崩
し
）
等
に
よ
り

国
保
運
営
を
行
っ
て
い
る
状
態
で

あ
り
、
こ
の
ま
ま
医
療
費
が
上
昇

し
続
け
れ
ば
最
終
的
に
は
国
保
加

入
者
の
み
な
さ
ん
へ
保
険
税
の

ア
ッ
プ
と
い
う
か
た
ち
で
負
担
を

お
願
い
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
と

な
り
ま
す
の
で
、
国
保
加
入
者
の

皆
さ
ん
の
医
療
費
適
正
化
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
年
に
一
度
の

　
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
健
診
結
果
に
つ
い
て
は
、
保
健

師
か
ら
あ
な
た
の
状
態
に
あ
っ
た

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

万
一
、
健
診
で
異
常
が
発
見
さ
れ

た
時
は
早
期
治
療
に
よ
り
健
康
維

持
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▽
重
複
受
診
を
や
め
ま
し
ょ
う

　
同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関

就
職
や
退
職
に
よ
り

国
民
健
康
保
険
を
脱
退

ま
た
は
加
入
さ
れ
る
方
へ

　
就
職
ま
た
は
退
職
に
よ
り
社
会

保
険
等
へ
加
入
ま
た
は
脱
退
さ
れ

る
場
合
、
国
民
健
康
保
険
の
脱
退

ま
た
は
加
入
の
届
出
が
必
要
で
す
。

▽
社
会
保
険
等
を
脱
退
し
国
民

　
健
康
保
険
へ
加
入
す
る
と
き

【
持
参
物
】
社
会
保
険
等
の
資
格

喪
失
証
明
書
（
脱
退
証
明
書
）、

認
印

※
退
職
後
も
引
き
続
き
社
会
保
険

等
に
加
入
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
勤
め
の
事
業

所
等
へ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
社
会
保
険
等
へ
加
入
し
国
民

　
健
康
保
険
を
脱
退
す
る
と
き

【
持
参
物
】
社
会
保
険
等
の
加
入

証
明
書
（
ま
た
は
社
会
保
険
証
な

ど
）、
認
印
、
国
民
健
康
保
険
証

※
届
出
が
な
い
と
、
保
険
税
が
課

税
さ
れ
た
ま
ま
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

修
学
に
よ
り
与
謝
野
町

を
転
出
さ
れ
る
方
へ

　
国
民
健
康
保
険
は
、
原
則
住
所

地
で
の
加
入
と
な
り
ま
す
が
、
修

学
に
よ
り
他
市
町
村
へ
転
出
さ
れ

る
方
に
は
、
親
元
の
国
民
健
康
保

険
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
該
当
す
る
方
は
、
最
寄
り
の

各
庁
舎
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
持
参
物
】
修
学
を
確
認
で
き
る

書
類（
学
生
証
、合
格
通
知
書
等
）、

お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
証
、
認

印※
現
在
、
修
学
に
よ
り
転
出
し
て

い
る
与
謝
野
町
国
民
健
康
保
険
に

加
入
の
方
で
、
就
職
等
に
よ
り
学

生
で
無
く
な
る
方
は
、
国
民
健
康

保
険
の
喪
失
手
続
き
が
必
要
で
す
。

医
療
費
の
適
正
化
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、

与
謝
野
町
に
限
ら
ず
高
齢
化
や
医

療
の
高
度
化
等
に
よ
り
年
々
医
療

問 保健課 ☎ 43-1514

国民健康保険からのお知らせとお願い

お
悔
や
み

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

滞納税相談窓口
※納期を過ぎた町税の納付相談窓口

京都地方税機構 丹後地方事務所
 京丹後市役所 大宮庁舎 3 階

　☎ 0772-68-1041

今月の納期
3/31（火）まで

国民健康保険税　第 10 期
介 護 保 険 料　第 10 期
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ジ
ャ
ス
に
仕
上
げ
た
。
仕
上
加
工

に
は
光
沢
が
出
る
よ
う
な
特
別
加

工
も
施
し
た
」
と
話
さ
れ
た
。

　
今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
が
初
め
て

の
出
展
と
な
り
、
そ
し
て
み
ご
と

グ
ラ
ン
プ
リ
を
手
に
し
た
。「
グ

ラ
ン
プ
リ
を
狙
っ
て
出
展
し
た
」

と
話
し
、
作
品
へ
の
大
き
な
自
信

も
見
え
た
。

　

審
査
員
長
か
ら
の
講
評
で
は
、

「
触
る
と
実
に
滑
ら
か
、レ
デ
ィ
ー

ス
の
ド
レ
ス
や
ス
カ
ー
ト
だ
け
で

な
く
、
メ
ン
ズ
に
も
活
用
し
て
い

け
る
」
さ
ら
に
、「
高
級
感
の
あ

る
奥
深
い
黒
の
艶
が
引
き
立
つ
。

秀
逸
な
作
品
」
と
の
評
価
を
受
け

た
と
い
う
。

　

ま
た
出
展
の
動
機
を
、「
全
国

の
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
展
す
る
こ

と
で
町
内
の
み
の
活
動
で
は
な

く
、
全
国
へ
産
地
・
地
場
産
業
の

　
「
次
代
の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
産
業

を
担
う
人
材
の
発
掘
・
育
成
」
を

テ
ー
マ
に
、
テ
キ
ス
タ
イ
ル
産
業

に
お
け
る
技
術
力
・
デ
ザ
イ
ン
力

な
ど
の
強
化
と
、
そ
れ
を
支
え
る

人
材
の
育
成
を
図
り
、
も
の
づ
く

り
の
魅
力
を
発
信
す
る
『
ジ
ャ
パ

ン
・
テ
キ
ス
タ
イ
ル
・
コ
ン
テ
ス

ト
２
０
１
４
』。
今
回
は
そ
の
コ

ン
テ
ス
ト
で
全
国
２
６
９
点
の
出

展
の
中
か
ら
、
最
高
賞
で
あ
る
グ

ラ
ン
プ
リ（
経
済
産
業
省
大
臣
賞
）

を
受
賞
さ
れ
た
㈱
大
江
（
弓
木
）

の
代
表
取
締
役
を
務
め
る
大お

お
江え

康や
す

夫お

さ
ん
に
話
を
伺
っ
た
。
同
社
は

弓
木
で
絹
織
物
製
造
・
卸
販
売
を

営
ま
れ
て
い
る
。

　
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
た
作
品

は「
３
Ｄ
シ
ル
ク
コ
ー
デ
ュ
ロ
イ
」

（
右
下
写
真
）。
企
画
意
図
・
特
徴

は
、「
シ
ル
ク
１
０
０
％
に
こ
だ

わ
り
、
織
組
織
を
工
夫
す
る
こ
と

で
、
布
表
面
に
立
体
感
を
現
す
と

と
も
に
絹
の
光
沢
を
生
か
し
ゴ
ー

㈱
大
江  

大
江
康
夫
さ
ん

ジ
ャ
パ
ン
・
テ
キ
ス
タ
イ
ル
・
コ
ン
テ
ス
ト

ジャパン・テキスタイル・コンテスト 2014 に出

展され、グランプリに輝いた作品「３D シルクコー

デュロイ」

ア
ピ
ー
ル
が
で
き
る
」
と
語
っ
た
。

さ
ら
に
、｢

グ
ラ
ン
プ
リ
を
と
る

こ
と
が
で
き
、
低
迷
す
る
産
地
に

少
し
で
も
目
が
向
い
た
の
で
は
」

と
振
り
返
っ
た
。

　
大
江
さ
ん
は
、
シ
ル
ク
製
の
デ

ニ
ム
や
毛
布
な
ど
、
シ
ル
ク
製
の

製
品
を
多
産
地
と
の
コ
ラ
ボ
に
よ

り
多
数
手
が
け
ら
れ
て
き
た
。

　
「
自
分
の
作
り
た
い
と
思
っ
た

も
の
、
自
分
が
着
て
み
た
い
と

思
っ
た
も
の
は
何
で
も
作
る
」
と

話
し
、
ど
の
分
野
で
も
自
身
で
勉

強
し
、
全
国
各
地
の
産
地
に
直
接

出
向
く
な
ど
、
製
品
作
成
へ
の
こ

だ
わ
り
・
行
動
力
の
高
さ
が
伺
え

た
。

広
報

 よ
さ

の
  ３

 2015  N
o.109

よさの人Vol.44

●おおえ　やすお

昭和 30 年生まれ、60 歳。弓木在住。

㈱大江の代表取締役を務める。

他産地とシルクとのコラボ製品を多数企

画し、昨年行われた「ジャパン・テキス

タイル・コンテスト 2014」では、出展

作品がみごとグランプリに輝く。

　

ま
た
、「
製
品
の
ア
イ
デ
ィ
ア

は
何
処
に
で
も
あ
る
。
も
の
づ
く

り
は
発
想
の
転
換
・
直
感
が
大

切
」
さ
ら
に｢

現
場
へ
足
を
運
ん

で
勉
強
を
す
る
こ
と
も
重
要｣

と
、

も
の
づ
く
り
へ
の
思
い
・
考
え
も

語
っ
て
く
れ
た
。

　
大
江
さ
ん
は
、
今
後
の
展
開
と

し
て
、｢

丹
後
だ
け
で
は
で
き
な

い
も
の
も
、
他
産
地
と
コ
ラ
ボ
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
で
き
る
も

の
も
あ
る
、
そ
し
て
新
し
い
製
品

を
作
成
し
て
い
き
た
い
」
と
思
い

を
話
し
た
。

　
大
江
さ
ん
の
さ
ら
な
る
シ
ル
ク

と
他
産
地
と
の
コ
ラ
ボ
に
注
目
が

集
ま
る
。

グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞


